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   鹿屋市高齢者福祉共通券の交付に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

鹿屋市高齢者福祉共通券の交付に関する条例施行規則（令和７年鹿屋市規則第46

号）の一部を次のように改正する。 

第１条の次に次の１条を加える。 

（交付対象者） 

第１条の２ 条例第２条第２項の特に市長が必要であると認める者は、次のものと

する。 

(1) 条例第５条第１項の申請をした日において85歳以上の者 

(2) 条例第５条第１項の申請をした日において介護保険法（平成９年法律第123

号）に基づく要介護認定の結果、要介護状態区分が要介護４又は要介護５の認

定を受けている者 

(3) 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）第55条第１項第２

号から第５号までに規定する施設（同号に規定する施設のうち、介護保険法第

８条第11項に規定する特定施設については、老人福祉法（昭和38年法律第133

号）第29条第１項に規定する有料老人ホームであって、高齢者の居住の安定確

保に関する法律（平成13年法律第26号）第５条第１項の登録を受けたもの（介

護保険法第８条第11項に規定する特定施設入居者生活介護の事業を行う事業所

に係る同法第41条第１項本文の指定を受けていないものに限る。）を除く。）

に入所又は入居している者 

(4) 病院又は診療所に６月以上継続して入院している者 

(5) 船員保険の被保険者のうち相当な期間継続して船舶内にいる者 

(6) 前各号に掲げるもののほか、条例第１条の目的を達成するために市長が必要

と認めるもの 

第３条第１項に次の１号を加える。 

(6) かのやグラウンド・ゴルフ場の一般使用料 １日１回200円分（共通券１枚）

まで 

第６条第１項第２号中「設置されている施設又は」を「設置されている施設、」

に改め、「認めた施設」の次に「又は一般公衆浴場若しくは温泉浴場であって市長

が特に必要と認めた施設」を加える。 

第６条第１項に次の１号を加える。 



(6) 鹿屋市が設置するかのやグラウンド・ゴルフ場 

別表に次のように加える。 

かのやグラウンド・ゴルフ場 当該施設の管理を指定管理者が行って

いる場合は、指定管理者指定書の写し 

別記第３号様式を次のように改める。 

  



第３号様式（第６条関係） 

  



別記第８号様式を次のように改める。 

  



第８号様式（第９条関係） 

 

  



附 則 

この規則は、令和８年４月１日から施行する。 


